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①申告者本人のマイナンバーカード　
　＊通知カードの場合は、運転免許証などの「身元確認書類」が別途必要です。
②本人名義の金融機関の口座番号が分かるもの（所得税の還付が発生する方のみ）
③収入を証明するもの（令和５年１月１日 ～ 令和５年１２月３１日分）
　○営業、不動産、農業収入、その他の事業に係る収支が分かる帳簿や領収書　＊事前に収支内訳書を作成のうえ持参ください。
　○給与収入、公的年金収入等の源泉徴収票　○生命保険の一時金・満期等の収入証明書
　○講演料や個人年金等の収入額が分かる支払証明書等
④下記の控除を証明するもの（令和５年１月１日 ～ 令和５年１２月３１日分）

＊確定申告用紙等は、役場税務班「申告書用紙コーナー」に配置しております。
■申告にあたっての注意事項
○申告受付期間中は役場税務班窓口での申告相談および申告受付はできません。
○体調がすぐれない場合（体温37.5度以上など）は来場をご遠慮ください。
○原則ご本人のみでお越しください。介助を要するなどの理由により複数名でお越しになる場合は、必要最小限の人数でお越し
　ください。

　確定申告書は、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」をご利用いただくと、自宅等で作成することができます。
町の申告会場は混雑するため、多くの待ち時間が必要になります。ぜひ、「確定申告書等作成コーナー」をご利用ください。

■「マイナンバーカード」または「ID・パスワード方式の届出完了通知」をお持ちの方は、
　 e-Taxを利用して申告することができます。

★国税庁ホームページ
（https://www.nta.go.jp/）
★スマホはこちらから

申告の際に持参するもの

○申告書作成会場について
【受付場所】　マリンゲート塩釜　２階　ベイサイドルーム（塩竈市港町１－４－１）
【開設期間】　令和６年２月１６日㊎ ～３月１５日㊎（土・日・祝日を除く。）
【開設時間】　午前９時～午後４時

塩釜税務署からのお知らせ

確定申告書はパソコンやスマ－トフォンから作成できます

○医療費控除の明細書（事前に明細書を作成し、持参してください。）

　明細書の代わりとして、医療費通知書のみの添付でも可能です。

○国民健康保険税　○後期高齢者医療保険料　○任意継続保険料　○介護保険料

○国民年金保険料（日本年金機構が発行する「納付済額のお知らせ」）等納付額が確認できる

　もの　＊年金から天引きされた額については、源泉徴収票に記載されています。

○小規模企業共済等掛金払込証明書　

○確定拠出年金（個人型年金）の小規模企業共済（iDeCo）等掛金払込証明書

○生命保険料控除証明書　○個人年金保険料控除証明書　○介護医療保険料控除証明書

○地震保険料控除証明書　○旧長期損害保険料控除証明書

○配偶者及び扶養親族の所得が分かるもの

○配偶者及び扶養親族のマイナンバーが確認できる書類

○障がい者手帳などの各種手帳　○障がい者控除対象者認定書（健康長寿課高齢者支援班発行）

○学生証　○学校などから交付される証明書

○領収書（証明書）など

　＊「ふるさと納税ワンストップ特例」の適用に関する申請書を提出された方が申告を行う

　　場合は、改めてふるさと納税の金額を寄附金控除額の計算に含める必要があります。

○請負契約書または売買契約書（写）　

○家屋及び土地（土地を合わせて購入した場合のみ）の登記事項証明書（登記簿謄（抄）本）

○住宅借入金の年末残高等証明書（原本）等

医 療 費 控 除

社 会 保 険 料 控 除

小規模企業共済等
掛 　 金 　 控 　 除

生 命 保 険 料 控 除

地 震 保 険 料 控 除

配偶者（特別）控除
扶 　 養 　 控 　 除

障 が い 者 控 除

勤 労 学 生 控 除

寄 附 金 控 除

住宅借入金等特別
控除（初年度の場合）

確定申告書等作成コーナーの場合
２４時間（メンテナンス時間を除く）
０分（HPを開けばすぐ！）
すべて自動計算
郵送またはe-Taxでの送信

町の申告会場の場合
平日のみ
状況により変動２時間程度
来場前に自分で計算
役場が税務署へ提出

受 付 時 間
待 ち 時 間
所 得 計 算
提 出 方 法
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　松島町では、令和６年度（令和５年中収入）の申告受付を下記日程のとおり行います。内容をご確認のうえ、申告が必要な方は
期間内に申告をお願いします。

　今回より午前の部の受付にあたっては、５０名までの受付上限人数を設定いたします。上限人数を超過した場合は午後の部の
受付となりますのでご了承ください。　
　また、確定申告書は、パソコンやスマートフォンで国税庁のホームページから自宅等でも作成ができますので、ぜひ、ご利用ください。

（１）事業（営業、農業等）、不動産の収入があった方
　　　＊昨年の申告から、本業以外に事業所得がある方は、事業所得に係る取引を記録した帳簿類の保存がない場合、事業所
　　　　得ではなく雑所得として取り扱っておりますのでご注意ください。
（２）給与収入があり、次に該当する方
　　　①令和５年中に退職して年末調整をされていない方、２カ所以上から給与を受けた方
　　　②給与以外に所得（年金所得含む）があった方
 ＊給与以外の所得が２０万円以下で確定申告の必要がない方でも、町・県民税の申告は必要です。
　　　③各種控除の追加・変更がある方
　　　　＊年末調整をした方で、控除対象扶養親族とした方の所得金額が４８万円を超える場合は、扶養親族を外す申告が必
　　　　　要になります。アルバイト等であっても所得になりますのでご注意ください。
（３）年金収入があり、次に該当する方
　　　①公的年金（国民年金、厚生年金、企業年金等）の収入が４００万円を超える方
　　　②公的年金以外の収入（給与、営業、不動産、農業等の収入）がある方
　　　③配偶者控除、扶養控除、障害者控除、寡婦・ひとり親控除の追加、変更がある方
　　　④社会保険料控除額に追加する分がある方
　　　　＊年金から特別徴収されている介護保険料等以外に、納付書や口座振替で社会保険料等を納付している方
　　　⑤医療費控除、生命保険料控除、地震保険料控除がある方
　　　　＊ただし、公的年金収入のみの方で、６５歳未満で収入が１００万円以下の方、６５歳以上で収入が１５０万円以下
　　　　　の方は各種控除があっても申告の必要はありません。
（４）収入がない方または非課税収入（障害年金、遺族年金、失業給付金等）のみで次に該当する方
　　　①令和６年度の所得・課税等の税に関する証明書等が必要になる方
　　　　＊申告書を提出されない場合は、所得・課税等の税に関する証明書等の発行ができませんのでご注意ください。
　　　　　（証明書の発行は令和６年６月中旬以降可能となります。）
　　　②国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療保険に加入している方及びその世帯員の方
　　　　＊各種保険料（税）の算出、軽減制度、高額療養費及び限度額認定証の適用に必要となります。
　　　③医療福祉制度や児童扶養手当等を受給される方、町営住宅に入居している方

■次に該当する方は、塩釜税務署申告会場（マリンゲート）で申告をお願いします。
○青色申告をする方　　　　　　　　　　　〇令和６年１月１日現在松島町に住民登録がない方
○令和４年分以前の収入の申告をする方　　〇消費税の申告
○上場株式等の配当所得に関する申告（総合課税および分離課税）、FXや仮想通貨に関する申告をする方
○不動産の売却（公共事業に伴う不動産の売却を除く）や株、先物取引の譲渡所得の申告をする方
○相続等により分割で受け取っている保険金の申告

※できるだけ地区割当て日における申告をお願いします。

受付日

2月16日㊎

2月19日㊊

2月20日㊋

2月21日㊌

2月22日㊍

2月26日㊊

2月27日㊋

2月28日㊌

2月29日㊍

3月  1日㊎

漁業者（松島・磯崎地区）・観光船業者

松島地区（１・２・３・４・５・６・７）

松島地区（８・９・10・11・12・13）

手樽行政区

磯崎地区（１・２・３）

磯崎地区（４・５・６・７）

磯崎地区（８・９・10・11）

下竹谷行政区

全行政区

申告受付対象地区

●日　時　令和６年２月１６日㊎～３月１５日㊎　※土・日・祝日を除く
　　　　　受付／午前９時～１１時まで・午後１時～３時まで
●場　所　松島町文化観光交流館　２階　講座室　　　　　　　　　　　　●問合先　財務課税務班　☎３５４‐５７０３

令和６年度　町・県民税申告及び確定申告について

申告が必要な方

申告日程
受付日

3月  4日㊊

3月  5日㊋

3月  6日㊌

3月  7日㊍

3月  8日㊎

3月11日㊊

3月12日㊋

3月13日㊌

3月14日㊍

3月15日㊎

北小泉行政区・上竹谷行政区

幡谷行政区・根廻行政区

本郷行政区

初原行政区・桜渡戸行政区

高城地区（西柳１・２・高城１・２・３・新３・４・５・中・割波）

高城地区（割波２・光陽台・高城６・新６・７・８・９・10）

全行政区

申告受付対象地区


